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    　　　　平成28年８月５日に公表いたしました第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績とに差異が生じ

 　　　　ましたので、下記の通りお知らせいたします。

    　　　　また、最近の業績動向等を踏まえ、通期連結業績予想を下記の通り修正致しましたのでお知らせいたします。

　　　　　　１．平成29年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異　（平成28年４月１日 ～ 平成28年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 　　　　　　円　銭

前回発表予想 (Ａ) 20,000 750 800 400 31.76

今回発表実績 (Ｂ) 21,747 962 998 604 47.98

増　減　額　　  (Ｂ－Ａ) 1,747 212 198 204

増　減　率　　  (%) 8.7 28.3 24.8 51.0

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成28年３月期第２四半期） 22,280 593 614 357 28.38

　　　　　　２．平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正　（平成28年４月１日 ～ 平成29年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 　　　　　　円　銭

前回発表予想 (Ａ) 41,500 1,700 1,700 1,000 79.40

今回修正予想 (Ｂ) 42,000 1,800 1,800 1,100 87.34

増　減　額　　  (Ｂ－Ａ) 500 100 100 100

増　減　率　　  (%) 1.2 5.9 5.9 10.0

（ご参考）前期実績

（平成28年３月期） 44,387 1,798 1,783 1,104 87.71

　　　　【修正の理由】

（注） 上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以上

記

　なお、通期連結業績予想につきましても、第２四半期の改善及び第３四半期以降に予想される外部環境を踏ま

　第２四半期累計期間の連結業績につきましては、大宗貨物が一時的に増加したこと、ＲＯＲＯ船のスポット輸送

を行ったこと、雑貨輸送が堅調に推移したことなどによる収益への好影響があり、予想を上回ることができました。

えて業績予想を修正いたしました。

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

平成28年11月4日

問合せ先責任者 取締役経理部長 小谷　均

（TEL．03－5203－7982）

平成29年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異


